
平成 29 年 3 月

平成 28 年度 平成 38 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

2,835 円 3,115 円

2,916 円 3,942 円

2,916 円 3,186 円

事 業 名 ： 五霞町特定環境保全公共下水道事業

別添２－２

五霞町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 茨 城 県 五 霞 町

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度
（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成9年度
（19年）

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０ あたりの使用料をいう。
*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０ を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一般家庭用使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

従量制で基本料金を設定している。また、地下水を使用している場合には、水道使用のみの場合とは別途
使用量の算定方法を定めている。

法非適用

処 理 区 域 内 人 口 密 度 1,615人/k㎡
流 域 下 水 道 等 へ の
接 続 の 有 無

無

処 理 区 数 1処理区（公共下水道処理区と一体）

処 理 場 数 1箇所（公共下水道事業として管理）

広域化・共同化・最適化
実施状況*1

実施していない

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。
　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき実施
する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。
　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合を含
む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

業 務 用 使 用 料 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

一般家庭用と同様の使用料体系としている。

その他の使用料体系の
概 要 ・ 考 え 方

一般家庭用と同様の使用料体系としている。

条 例 上 の 使 用 料 *2
（ ２ ０  あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度
実 質 的 な 使 用 料 *3
（ ２ ０  あ た り ）
※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

平成26年度 平成26年度

平成27年度 平成27年度



③ 組　織

（２）民 間 活 力 の 活 用 等

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

職 員 数

 イ　土地・施設等利用
　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5 実施していない。

事 業 運 営 組 織
平成18年度に水道事業担当セクション と下水道事業担当セクションを統合し、1つの課として職員の削減を
図った。

1人（上下水道課下水道グループ職員4人）

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。
*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託
　　　（包括的民間委託を含む）

マンホールポンプの運転及び維持管理について包括的民間委託を実
施している。

 イ　指定管理者制度 実施していない。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ 実施していない。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用
　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4 実施していない。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

※添付した「経営比較分析表」に補足事項等がある場合は記載すること。

特になし。



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成26年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。
※　平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

　特定環境保全公共下水道事業のみの判断としては
各指標について，改善が必要な状況にある。なお，
会計が同一である公共下水道事業と合わせて判断す
ることも必要である。また，今後において，長寿命
化計画による管渠等の更新工事等が実施されること
に伴い，企業債残高対事業規模比率をはじめ各指標
において経営的に厳しい状況になることが予想され
るので，財源の確保や更なる経費節減を図ることが
必要不可欠である。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

　管渠改善については現在のところ実施していな
い。今後，管渠の長寿命化計画を策定する予定であ
り，計画的に維持管理を適正に進める予定である。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　収益的収支比率は年々下降しており，改善の必要
がある。未接続世帯に対し接続の推進活動を強化
し，使用料の向上を図ることが必要と思われる。
　企業債残高対事業規模比率については，管渠敷設
工事に伴う起債及び平準化債である。今後，管渠の
長寿命化計画に伴う更新工事等が実施されることに
より増加傾向となる。
　経費回収率については，類似団体と比較して近年
については同水準となっている。今後も経費削減を
行い現状維持を図る必要がある。
　汚水処理原価については類似団体と比較して近年
については同水準となっている。今後も経費削減を
行い現状維持を図る必要がある。
　水洗化率については類似団体と比較しても低水準
である。その要因としては地域内の未接続世帯が顕
著であり，接続に対する推進活動を強化する必要が
ある。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

－

- 該当数値なし 35.51 83.25 2,916 3,229 2.00 1,614.50 【】

394.94 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D2 9,127 23.11

経営比較分析表
茨城県　五霞町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)
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平均値 0.05 0.05 0.11 0.05 0.04
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①収益的収支比率(％)
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当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 1,246.05 1,826.33 2,112.09 2,268.00 2,127.24

平均値 1,868.17 1,835.56 1,622.51 1,569.13 1,436.00

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 99.75 78.70 65.70 66.56 67.19

平均値 55.15 52.89 62.83 64.63 66.56

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 156.00 197.00 238.00 234.00 237.48

平均値 283.05 300.52 250.43 245.75 244.29

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 - - - - -

平均値 36.18 36.80 42.31 43.65 43.58

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

H22 H23 H24 H25 H26

当該値 54.86 57.21 56.79 58.17 60.48

平均値 72.14 71.62 81.30 82.20 82.35

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,479.31】

【80.39】【41.06】【253.12】【63.50】

【0.05】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

●投資の目標：整備が概成していることから、適切な施設マネジメントにより、改築・更新による投資が発生しないことを目標とした。
●管渠・処理場の建設：概成しているため、計上していない。
●管渠・処理場の更新：特環区域の管渠は、供用開始から19年程度と比較的新しいため、計画期間内での更新費は計上していない。
●防災・安全対策に関する事項：特環事業としては当面予定していない。

●財源の目標：他会計繰入金の増加を極力抑制することを目標とした。
●使用料収入の見通し：人口減少による収入減を水洗化率（接続率）の向上（約60%⇒約75%）で補い、現況から約15％（5,761千円）の収入
増を見込んだ。
●企業債に関する事項：資本費平準化債（年間約50,000千円～60,000千円）の活用を継続する。
●繰入金に関する事項：繰入金は、極力現況からの増加を抑制することを目標とし、ピーク時においても現況からの増加を約50,000千円以
下とし、起債償還費のピークが過ぎる目標年度には現況と同程度（約135.000千円）とする計画とした。

●民間の活力に関する事項：処理場及びマンホールポンプの包括的民間委託を継続し、同一会計の公共と併せて職員給与を除く営業費
用（公共約50,000千円、特環30,000千円）を使用料金収入と同程度とする計画とした。

　五霞町の公共下水道事業（特環含む）は、施設整備が概成している。また、既存施設の改築・更新については、終末処理場（五霞町環境
浄化センター）について、平成25年度に長寿命化計画を策定し、主要な施設の更新工事を実施しているところである。管渠については、供
用開始後30年程度経過した状態であるが、現時点では改築・更新が必要なレベルの劣化は確認されていない状況である。
　以上のような五霞町公共下水道事業の状況を踏まえ、今後の経営の基本方針として、次に示す施策に取り組む方針である。

●施策1　施設の適正な維持管理
　①放流水質の安定を図るため、五霞町環境浄化センターの適正な運転と管理を実施する。（当面の施策として包括的民間委託を継続す
る。）
　②下水道管の破損による事故防止及び施設の長寿命化を図るため、、計画的な調査と維持管理を実施する。（当面の施策としてストック
マネジメント計画を策定する。）
　③自然災害等の緊急時対応のため、五霞町下水道事業業務継続計画（BCP）の拡充を図る。（当面の施策として下水道事業BCPについ
てPDCAを継続して実施する。）

●施策2　経営の安定
　①事業を持続的かつ安定的に経営していくため、収入・支出の両面から経営健全化に取り組む。（当面の施策として、経営戦略に基づく
事業評価を定期的に実施する。）

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況
*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の
解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その
内容等を記載すること。

投資の平準化に関する事項
平成30年度を目途にストックマネジメント計画を策定し、現況施設の劣化状況を踏まえ
た上で、管渠更新時期を把握し、投資の平準化の精度を高める。

民間活力の活用に関する事項
（PPP/PFIなど）

現時点では、具体化していないが民間活力の活用について、国の考え、類似都市の事
例を参考に必要性を判断していく予定。

広域化・共同化・最適化に関する事項
・公共下水道と農業集落排水（4地区）の共同化・統廃合について、その可能性を調査し
ていく予定。
・公共下水道区域の流域下水道への接続について、その可能性を調査していく予定。

その他の取組
現時点では、予定していないが、国の動向や他都市の状況を注視し、必要に応じて検討
を進める。

使用料の見直しに関する事項
現時点では、使用料の変更を予定していないが、使用料収入の減少傾向が伺える場
合、施設の老朽化対策費用の増大が懸念される場合等には適宜、使用料の見直しを実
施する。

資産活用による収入増加
の取組について

小規模な下水道のため、資産活用による採算性が低く、実施が困難な状況である。ただ
し、同規模都市の事例調査を継続し、適合可能な資産活用方法を模索する。

その他の取組
現時点では、予定していないが、国の動向や他都市の状況を注視し、必要に応じて検討
を進める。

民間活力の活用に関する事項
（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

現時点では、具体化していないが、管渠の維持管理に関する包括的民間委託の可能性
を調査していく予定。

職員給与費に関する事項 収支の状況、業務量等を確認しながら、必要人員の確認を継続していく。

動力費に関する事項 管渠に関しては、現時点では特に検討を予定していない。

その他の取組
現時点では、予定していないが、国の動向や他都市の状況を注視し、必要に応じて検討
を進める。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

毎年度、決算確定後に収支バランスの確認を行い、5年に1回又は経営戦略との乖離が確認され
た場合には、経営戦略の見直しを行う。

薬品費に関する事項 該当なし。

修繕費に関する事項
平成30年度を目途にストックマネジメント計画を策定し、適切な修繕計画を策定する予
定。

委託費に関する事項
平成30年度を目途にストックマネジメント計画を策定し、管渠の計画的な調査・点検を実
施し、委託費の削減を目指す。



（法非適用企業）

収支計画（※）

（特環） （単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

1 (A) 155,245 155,286 173,436 132,216 199,415 204,971 215,535 226,107 221,687 217,275 202,871 188,475 179,088

（１） (B) 38,528 38,316 38,327 38,867 39,415 39,971 40,535 41,107 41,687 42,275 42,871 43,475 44,088

ア 38,528 38,316 38,327 38,867 39,415 39,971 40,535 41,107 41,687 42,275 42,871 43,475 44,088

イ (C)

ウ

（２） 116,717 116,970 135,109 93,349 160,000 165,000 175,000 185,000 180,000 175,000 160,000 145,000 135,000

ア 116,717 116,970 135,109 93,349 160,000 165,000 175,000 185,000 180,000 175,000 160,000 145,000 135,000

イ

２ (D) 86,919 82,409 86,000 65,245 82,967 79,953 77,289 76,319 74,903 73,425 70,441 67,913 65,761

（１） 28,281 26,866 33,000 16,110 33,200 33,200 33,200 33,200 33,200 33,200 33,200 33,200 33,200

ア 3,377 1,926 2,105 2,003 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200 3,200

イ 24,904 24,940 30,895 14,107 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

（２） 58,638 55,543 53,000 49,135 49,767 46,753 44,089 43,119 41,703 40,225 37,241 34,713 32,561

ア 58,638 55,543 53,000 49,135 49,767 46,753 44,089 43,119 41,703 40,225 37,241 34,713 32,561

イ

３ (E) 68,326 72,877 87,436 66,971 116,448 125,018 138,246 149,788 146,784 143,850 132,430 120,562 113,327

1 (F) 65,000 69,000 72,000 98,000 60,000 60,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

（１） 65,000 69,000 72,000 98,000 60,000 60,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

65,000 69,000 72,000 98,000 60,000 60,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

２ (G) 147,637 155,319 162,000 167,236 174,769 182,726 190,766 197,478 196,370 194,546 182,037 173,111 159,723

（１）

（２） (H) 147,637 155,319 162,000 167,236 174,769 182,726 190,766 197,478 196,370 194,546 182,037 173,111 159,723

（３）

（４）

（５）

３ (I) △ 82,637 △ 86,319 △ 90,000 △ 69,236 △ 114,769 △ 122,726 △ 140,766 △ 147,478 △ 146,370 △ 144,546 △ 132,037 △ 123,111 △ 109,723

37年度 38年度

収

益

的

収

支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

本年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

34年度 35年度 36年度

営 業 外 費 用

支 払 利 息

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資

本

的

収

支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他



（法非適用企業）

収支計画（※）

（特環） （単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

37年度 38年度本年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度 34年度 35年度 36年度

(J) △ 14,311 △ 13,442 △ 2,564 △ 2,265 1,679 2,292 △ 2,520 2,310 414 △ 696 393 △ 2,549 3,604

(K) 1 1

(L) 2,560 2,462 2,564 2,300 35 1,714 4,006 1,486 3,796 4,210 3,514 3,907 1,358

(M)

(N)

収益的支出に充てた他会計借入金 (O)

(P) △ 11,752 △ 10,981 0 35 1,714 4,006 1,486 3,796 4,210 3,514 3,907 1,358 4,962

(Q)

(R) 35 1,714 4,006 1,486 3,796 4,210 3,514 3,907 1,358 4,962

(S) △ 11,752 △ 10,981 0
(S)
(B)-(C)
(A)
(D)+(H)

(U) 38,528 38,316 38,327 38,867 39,415 39,971 40,535 41,107 41,687 42,275 42,871 43,475 44,088

（V)

(W)

(X)

(Y)

(Z) 2,685,393 2,599,074 2,509,194 2,519,957 2,395,189 2,286,666 2,265,985 2,225,000 2,173,688 2,034,231 1,907,344 1,789,446 1,789,446

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

116,717 116,970 135,109 93,349 160,000 165,000 175,000 185,000 180,000 175,000 160,000 145,000 135,000

116,717 116,970 135,109 93,349 160,000 165,000 175,000 185,000 180,000 175,000 160,000 145,000 135,000

116,717 116,970 135,109 93,349 160,000 165,000 175,000 185,000 180,000 175,000 160,000 145,000 135,000
（※）平成28年度地方債同意等基準運用要綱第一の一の４に該当する事業が作成する「収支計画」について、「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成26年８月29日付け総財公

　第107号・総財営第73号・総財準第83号）に定める「経営戦略」を未策定の団体にあっては、本様式により提出すること。

78.2

37年度

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金

前年度繰上充用金

収益的支出に充てた地方債

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)+(N)+(O)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(P)-(Q) 赤 字

収益的収支比率 （ ×100 ） 66.2 65.3

赤 字 比 率 （ ×100 ）

81.7 81.1 80.4 79.4

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(T)

69.9 56.9 77.4 78.0 80.4 82.6

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（V）/（X）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((T)/(U)×100)

36年度 38年度

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

本年度 29年度 30年度 31年度 32年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

33年度 34年度 35年度


